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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　栓蓋を有し、前記栓蓋の昇降により浴槽の排水口を開閉する排水栓部と、
　押しボタンを有し、前記押しボタンを押す操作を入力可能な操作部と、
　前記押しボタンの動作を前記栓蓋へ伝達し前記栓蓋を昇降させる伝達部と、
　前記栓蓋を上昇させる方向および前記押しボタンを上昇させる方向へ付勢する付勢部と
、
　前記栓蓋および前記押しボタンの位置を制御するロック機構と、
　を備え、
　前記伝達部は、前記押しボタンを押す力を増幅して前記栓蓋へ伝達する増幅部を有し、
前記付勢部の付勢力に対抗しつつ前記増幅した力を伝達して前記栓蓋を下降させ、
　前記ロック機構は、前記栓蓋が下降し前記排水口を閉じた状態および前記押しボタンが
下降した状態を保持可能であることを特徴とする排水栓装置。
【請求項２】
　前記伝達部は、
　　前記押しボタンの昇降動作と前記栓蓋の昇降動作とを連動させる伝達部材と、
　　前記伝達部材の途中に設けられ、前記押しボタンを押す力の方向を反転させて前記栓
蓋へ伝達する動作反転部と、
　を有し、
　前記伝達部材は、
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　　前記押しボタンと前記動作反転部との間に配置された第１の伝達部材と、
　　前記動作反転部と前記栓蓋との間に配置された第２の伝達部材と、
　を有し、
　前記動作反転部は、
　　軸を中心として回動可能な回転体と、
　　前記回転体と、前記第１の伝達部材と、が接続された第１の接続部と、
　　前記軸からみて前記第１の接続部とは反対の側に設けられ、前記回転体と、前記第２
の伝達部材と、が接続された第２の接続部と、
　を有し、
　前記軸と前記第１の接続部との間の距離は、前記軸と前記第２の接続部との間の距離よ
りも長いことを特徴とする請求項１記載の排水栓装置。
【請求項３】
　前記伝達部は、
　　前記押しボタンの昇降動作と前記栓蓋の昇降動作とを連動させる伝達部材と、
　　前記伝達部材の途中に設けられ、前記押しボタンを押す力の方向を反転させて前記栓
蓋へ伝達する動作反転部と、
　を有し、
　前記伝達部材は、
　　前記押しボタンと前記動作反転部との間に配置された第１の伝達部材と、
　　前記動作反転部と前記栓蓋との間に配置された第２の伝達部材と、
　を有し、
　前記動作反転部および前記増幅部は、
　　前記第１の伝達部材とかみあう第１の歯車と、
　　前記第１の歯車よりも大きく、前記第１の歯車および前記第２の伝達部材とかみあう
第２の歯車と、
　を有することを特徴とする請求項１記載の排水栓装置。
【請求項４】
　前記伝達部は、
　　前記押しボタンの昇降動作と前記栓蓋の昇降動作とを連動させる伝達部材と、
　　前記伝達部材の途中に設けられ、前記押しボタンを押す力の方向を反転させて前記栓
蓋へ伝達する動作反転部と、
　を有し、
　前記動作反転部および前記増幅部は、
　　前記押しボタンを押す動作を検知する第１のセンサと、
　　前記栓蓋が上昇し前記排水口を開いた状態を検知する第２のセンサと、
　　前記栓蓋の下降動作を補助する力を前記伝達部材に供給する補助力供給部と、
　　前記第２のセンサが前記排水口の開いた状態を検知している場合において、前記押し
ボタンを押す動作を前記第１のセンサが検知すると、前記補助力供給部を動作させ、前記
押しボタンを押す力に補助力を付与し、前記押しボタンを押す力を増幅して前記栓蓋へ伝
達する制御を実行する制御部と、
　を有することを特徴とする請求項１記載の排水栓装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明の態様は、一般的に、排水栓装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　例えば、ポップアップ式などと呼ばれる排水栓装置がある。ポップアップ式の排水栓装
置には、例えば浴槽のフランジなどに設置された操作部と、栓蓋と、を連結したレリース
ワイヤが設けられている。そして、使用者は、操作部の手動ボタンにより栓蓋を遠隔操作
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し、排水口を開閉させることができる。
【０００３】
　ここで、押しボタンが押し込まれた時に押し込みボタンを押し込み状態で保持し、解除
ボタンが押し込まれた時に押しボタンの保持を解除する排水栓装置がある（特許文献１）
。しかしながら、特許文献１に記載された排水栓装置は、栓蓋を開ける時に押圧する押し
ボタンと、栓蓋を閉じる時に押圧する解除ボタンと、が別々に設けられている。そのため
、排水口を開閉させるときにボタンを使い分ける必要があり、操作が煩雑になるという問
題がある。また、栓蓋が上昇しているときに、すなわち排水口が開いているときに、例え
ば使用者が栓蓋を踏むと、排水栓装置が破損するおそれがある。
【０００４】
　一方、操作部の押し操作毎に栓蓋を昇降させ、排水口の開口状態を保持可能な遠隔操作
式排水栓装置がある（特許文献２）。しかしながら、特許文献２に記載された遠隔操作式
排水栓装置では、特許文献１に記載された排水栓装置と同様に、栓蓋が上昇しているとき
に例えば使用者が栓蓋を踏むと、遠隔操作式排水栓装置が破損するおそれがある。
【０００５】
　これに対して、本発明者の検討の結果、操作ボタンの昇降状態と、栓蓋の昇降状態と、
を同期させることで、例えば使用者が栓蓋を踏んだ場合でも排水栓装置の破損を防止でき
ることが判明した。より具体的には、操作ボタンによる伝達力の方向を反転させ、その反
転させた伝達力を栓蓋に伝えることで、排水栓装置の破損を防止できることが判明した。
この場合には、栓蓋の上昇状態は、例えばバネなどの付勢手段の付勢力により保持される
。そのため、付勢手段は、排水時の水圧による力や排水時の引き込み力などにより栓蓋が
下降することを防止できる付勢力を有する必要がある。
【０００６】
　しかしながら、付勢力がより大きい付勢手段を用いると、操作ボタンの操作に必要な力
が大きくなる。そのため、操作ボタンの操作時における使用者への負担が増加するという
点においては改善の余地がある。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】特開平７－１９７５０３号公報
【特許文献２】特開２００４－２７８１６４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　本発明は、かかる課題の認識に基づいてなされたものであり、操作ボタンの操作に必要
な力を低減できる、あるいは排水を確実に実行できる排水栓装置を提供することを目的と
する。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　第１の発明は、栓蓋を有し、前記栓蓋の昇降により浴槽の排水口を開閉する排水栓部と
、押しボタンを有し、前記押しボタンを押す操作を入力可能な操作部と、前記押しボタン
の動作を前記栓蓋へ伝達し前記栓蓋を昇降させる伝達部と、前記栓蓋を上昇させる方向お
よび前記押しボタンを上昇させる方向へ付勢する付勢部と、前記栓蓋および前記押しボタ
ンの位置を制御するロック機構と、を備え、前記伝達部は、前記押しボタンを押す力を増
幅して前記栓蓋へ伝達する増幅部を有し、前記付勢部の付勢力に対抗しつつ前記増幅した
力を伝達して前記栓蓋を下降させ、前記ロック機構は、前記栓蓋が下降し前記排水口を閉
じた状態および前記押しボタンが下降した状態を保持可能であることを特徴とする排水栓
装置である。
【００１０】
　この排水栓装置によれば、栓蓋の昇降状態と、押しボタンの昇降状態と、が同期する。
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そのため、使用者は、浴槽の内部を覗き込まなくとも押しボタンの昇降状態から排水口の
開閉状態を直感的に把握することができる。つまり、排水口の開閉状態を使用者に分かり
やすく伝えることができる。
【００１１】
　また、付勢部の付勢力をより大きくすることで、排水時において排水口の開栓状態すな
わち栓蓋の上昇状態を維持することができる。すなわち、増幅部が押しボタンの下降動作
による力を増幅して栓蓋へ伝達するため、付勢部の付勢力をより大きくしても、押しボタ
ンの操作に必要な力を低減することができる。そのため、押しボタンの操作時における使
用者への負担を低減することができる。これにより、排水時における水流の勢いで排水口
が閉栓状態となることを抑制し、より確実に排水を実行することができる。
【００１２】
　また、第２の発明は、第１の発明において、前記伝達部は、前記押しボタンの昇降動作
と前記栓蓋の昇降動作とを連動させる伝達部材と、前記伝達部材の途中に設けられ、前記
押しボタンを押す力の方向を反転させて前記栓蓋へ伝達する動作反転部と、を有し、前記
伝達部材は、前記押しボタンと前記動作反転部との間に配置された第１の伝達部材と、前
記動作反転部と前記栓蓋との間に配置された第２の伝達部材と、を有し、前記動作反転部
は、軸を中心として回動可能な回転体と、前記回転体と、前記第１の伝達部材と、が接続
された第１の接続部と、前記軸からみて前記第１の接続部とは反対の側に設けられ、前記
回転体と、前記第２の伝達部材と、が接続された第２の接続部と、を有し、前記軸と前記
第１の接続部との間の距離は、前記軸と前記第２の接続部との間の距離よりも長いことを
特徴とする排水栓装置である。
【００１３】
　この排水栓装置によれば、より簡単な構造を有する回転体を利用することで、押しボタ
ンの下降動作による力が増幅され栓蓋へ伝達される。そのため、部品点数およびコストの
削減を図ることができる。
【００１４】
　また、回転体の軸と第１の接続部との間の距離が、回転体の軸と第２の接続部との間の
距離よりも長いため、押しボタンの昇降距離（ストローク）は、栓蓋の昇降距離（ストロ
ーク）よりも長い。そのため、栓蓋が上昇した場合における押しボタンの上昇距離は、比
較的長い。これにより、押しボタンの上昇状態を使用者が視認しやすくなり、排水口の開
閉状態をより分かりやすく使用者に伝えることができる。
【００１５】
　また、第３の発明は、第１の発明において、前記伝達部は、前記押しボタンの昇降動作
と前記栓蓋の昇降動作とを連動させる伝達部材と、前記伝達部材の途中に設けられ、前記
押しボタンを押す力の方向を反転させて前記栓蓋へ伝達する動作反転部と、を有し、前記
伝達部材は、前記押しボタンと前記動作反転部との間に配置された第１の伝達部材と、前
記動作反転部と前記栓蓋との間に配置された第２の伝達部材と、を有し、前記動作反転部
および前記増幅部は、前記第１の伝達部材とかみあう第１の歯車と、前記第１の歯車より
も大きく、前記第１の歯車および前記第２の伝達部材とかみあう第２の歯車と、を有する
ことを特徴とする排水栓装置である。
【００１６】
　この排水栓装置によれば、大小異なる複数の歯車を利用したより簡単な構造で、押しボ
タンの下降動作による力が増幅され栓蓋へ伝達される。そのため、部品点数およびコスト
の削減を図ることができる。
【００１７】
　また、相対的にみて小歯車の第１の歯車から大歯車の第２の歯車を介して押しボタンの
下降動作による力が伝達されるため、押しボタンの昇降距離（ストローク）は、栓蓋の昇
降距離（ストローク）よりも長い。そのため、栓蓋が上昇した場合における押しボタンの
上昇距離は、比較的長い。これにより、押しボタンの上昇状態を使用者が視認しやすくな
り、排水口の開閉状態をより分かりやすく使用者に伝えることができる。
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【００１８】
　また、第４の発明は、第１の発明において、前記伝達部は、前記押しボタンの昇降動作
と前記栓蓋の昇降動作とを連動させる伝達部材と、前記伝達部材の途中に設けられ、前記
押しボタンを押す力の方向を反転させて前記栓蓋へ伝達する動作反転部と、を有し、前記
動作反転部および前記増幅部は、前記押しボタンを押す動作を検知する第１のセンサと、
前記栓蓋が上昇し前記排水口を開いた状態を検知する第２のセンサと、前記栓蓋の下降動
作を補助する力を前記伝達部材に供給する補助力供給部と、前記第２のセンサが前記排水
口の開いた状態を検知している場合において、前記押しボタンを押す動作を前記第１のセ
ンサが検知すると、前記補助力供給部を動作させ、前記押しボタンを押す力に補助力を付
与し、前記押しボタンを押す力を増幅して前記栓蓋へ伝達する制御を実行する制御部と、
を有することを特徴とする排水栓装置である。
【００１９】
　この排水栓装置によれば、補助力供給部が押しボタンの下降動作による力を増幅して栓
蓋へ伝達するため、付勢部の付勢力をより大きくしても、押しボタンの操作に必要な力を
低減することができる。そのため、押しボタンの操作時における使用者への負担を低減す
ることができる。
【発明の効果】
【００２０】
　本発明の態様によれば、操作ボタンの操作に必要な力を低減できる、あるいは排水を確
実に実行できる排水栓装置が提供される。
【図面の簡単な説明】
【００２１】
【図１】本発明の実施の形態にかかる排水栓装置を表す概略模式図である。
【図２】本発明の実施の形態にかかる排水栓装置を表す概略模式図である。
【図３】本実施形態にかかる排水栓装置が設置された浴槽を表す斜視模式図である。
【図４】本実施形態のケーシングの内部構造を表す分解模式図である。
【図５】ワイヤの連結構造を説明するための断面模式図である。
【図６】ワイヤの連結構造を説明するための断面模式図である。
【図７】図５に表した切断面Ａ－Ａにおける断面模式図である。
【図８】レリースワイヤの連結構造を説明するための平面模式図である。
【図９】レリースワイヤの固定構造を表す斜視模式図である。
【図１０】本実施形態のワイヤガイドを表す斜視模式図である。
【図１１】図８に表した切断面Ｂ－Ｂにおける断面模式図である。
【図１２】インナーワイヤが回転体の第２の溝に嵌った状態を表す斜視模式図である。
【図１３】本実施形態の回転体を表す斜視模式図である。
【図１４】本実施形態のケーシングに形成されたガイド凹部を表す斜視模式図である。
【図１５】本実施形態のロック機構の動作を説明するための模式図である。
【図１６】本実施形態のロック機構の動作を説明するための模式図である。
【図１７】本実施形態のロック機構の動作を説明するための模式図である。
【図１８】本実施形態のロック機構の動作を説明するための模式図である。
【図１９】カム溝に対するロックピンの相対的な移動を説明するための平面模式図である
。
【図２０】本発明の他の実施の形態にかかる排水栓装置を表す概略模式図である。
【図２１】本発明のさらに他の実施の形態にかかる排水栓装置の要部構成を表すブロック
図である。
【図２２】本実施形態にかかる排水栓装置を表す概略模式図である。
【図２３】本実施形態の補助力供給部を例示する模式図である。
【図２４】本実施形態の補助力供給部を例示する模式図である。
【発明を実施するための形態】
【００２２】
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　以下、本発明の実施の形態について図面を参照しつつ説明する。なお、各図面中、同様
の構成要素には同一の符号を付して詳細な説明は適宜省略する。　
　図１および図２は、本発明の実施の形態にかかる排水栓装置を表す概略模式図である。
　また、図３は、本実施形態にかかる排水栓装置が設置された浴槽を表す斜視模式図であ
る。　
　なお、図１は、開栓状態の排水栓装置を表す概略模式図である。また、図２は、閉栓状
態の排水栓装置を表す概略模式図である。
【００２３】
　本実施形態にかかる排水栓装置は、操作部１００と、ケーシング２００と、排水栓部３
００と、を備える。図３に表したように、本実施形態にかかる排水栓装置は、浴槽５００
に取り付けられ使用される。
【００２４】
　操作部１００は、押しボタン（操作ボタン）１１０とケース１２０とを有し、浴槽５０
０の上部に形成されたフランジ５１０に取り付けられている。使用者は、押しボタン１１
０を押すことができる。つまり、操作部１００は、押しボタン１１０を押す操作を入力可
能とされている。排水栓部３００は、栓蓋３１０とケース３２０とを有し、浴槽５００の
下部に形成された底部５２０に取り付けられている。なお、操作部１００は、浴槽５００
の近傍に設けられた図示しないカウンタに取り付けられていてもよい。使用者は、押しボ
タン１１０を押す毎に栓蓋３１０を昇降させることができる。つまり、使用者は、押しボ
タン１１０を操作することで栓蓋３１０を遠隔操作することができる。
【００２５】
　ケーシング２００は、上方へ延在する管２０３を有し、管２０３の上端部において操作
部１００と連結されてなる。ケーシング２００は、後に詳述する伝達部や、付勢部や、ロ
ック機構を収納する。伝達部は、伝達部材と、動作反転部と、増幅部と、を有し、押しボ
タン１１０を押すことによる押しボタン１１０の動作を栓蓋３１０へ伝達することができ
る。より具体的には、伝達部材は、押しボタン１１０と動作反転部との間に配置されたワ
イヤ（第１の伝達部材）２１１と、動作反転部と栓蓋３１０との間に配置されたレリース
ワイヤ（第２の伝達部材）２１２と、を有する。図１および図２に表したように、ケーシ
ング２００は、ワイヤ２１１およびレリースワイヤ２１２の全部ではなく一部を収納して
いる。
【００２６】
　レリースワイヤ２１２は、アウターチューブ２１２ａと、インナーワイヤ２１２ｂと、
を有する。インナーワイヤ２１２ｂは、アウターチューブ２１２ａの内部を移動可能で状
態で設けられている。ワイヤ２１１およびレリースワイヤ２１２は、浴槽５００のフラン
ジ５１０と底部５２０とに連結されたガイド筒５３０に内蔵されている。ワイヤ２１１は
、ケーシング２００の管２０３に内蔵されている。なお、第１の伝達部材２１１は、第２
の伝達部材２１２と同様に、レリースワイヤであってもよい。
【００２７】
　排水栓部３００の栓蓋３１０は、図示しない排水口金具に設けられている。図示しない
排水口金具は、浴槽５００の底部５２０に形成された排水口５２１に設けられている。栓
蓋３１０は、昇降動作により排水口５２１の開栓状態と閉栓状態とを切り替えることがで
きる。　
　排水栓部３００のケース３２０は、栓蓋３１０の下方に設けられている。ケース３２０
は、外ケース３２１と内ケース３２２とを有する。外ケース３２１と内ケース３２２とは
、互いに嵌合され、上端面および下端面において貫通孔をそれぞれ有する。
【００２８】
　また、排水栓部３００は、ピン３２３を有する。ピン３２３は、ケース３２０の内部に
おいて昇降可能な状態で設けられている。ピン３２３の上部は、外ケース３２１の上端面
に形成された貫通孔を突き抜け、ケース３２０の外部に露出している。一方、ピン３２３
の下部には、レリースワイヤ２１２のインナーワイヤ２１２ｂが内ケース３２２の貫通孔
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を突き抜けて固定されている。レリースワイヤ２１２のアウターチューブ２１２ａは、内
ケース３２２に固定されている。
【００２９】
　本実施形態にかかる排水栓装置では、図１に表したように、排水口５２１の開栓状態（
栓蓋３１０の上昇状態）において、押しボタン１１０は、上昇状態すなわち操作部１００
のケース１２０から上方へ突出した状態となっている。言い換えれば、押しボタン１１０
の側面が操作部１００のケース１２０から上方へ露出した状態となっている。
【００３０】
　この状態から押しボタン１１０が押されて下方へ移動すると、図２に表したように、押
しボタン１１０は、下降状態すなわち操作部１００のケース１２０に収納された状態とな
る。言い換えれば、押しボタン１１０の側面が操作部１００のケース１２０で隠蔽された
状態となる。そして、押しボタン１１０の上面と、操作部１００のケース１２０の上面と
、は、略同一面となる。このとき、栓蓋３１０は、下降状態となり排水口５２１を塞ぐ。
すなわち、排水口５２１が閉栓状態となる。続いて、この状態から押しボタン１１０が上
方へ移動すると、押しボタン１１０は、図１に関して前述した状態へと遷移する。
【００３１】
　このように、本実施形態にかかる排水栓装置では、栓蓋３１０の昇降状態と、押しボタ
ン１１０の昇降状態と、が同期する。すなわち、栓蓋３１０が上昇状態にあるときには、
押しボタン１１０は、上昇状態にある。一方、栓蓋３１０が下降状態にあるときには、押
しボタン１１０は、下降状態にある。ワイヤ２１１およびレリースワイヤ２１２は、押し
ボタン１１０を押す力を栓蓋３１０へ伝達し、押しボタン１１０の昇降動作と、栓蓋３１
０の昇降動作と、を連動させることができる。
【００３２】
　次に、本実施形態のケーシング２００の内部構造について、図面を参照しつつ説明する
。　
　図４は、本実施形態のケーシングの内部構造を表す分解模式図である。
【００３３】
　本実施形態のケーシング２００の内部には、パッキン２２０と、ワイヤガイド２３０と
、回転体（増幅部、動作反転部）３４０と、付勢部２５０と、が収納されている。パッキ
ン２２０は、例えば操作部１００の押しボタン１１０とケース１２０との間の隙間から浸
入した水（加熱されたお湯を含む）がワイヤガイド２３０や回転体２４０や付勢部２５０
の側へ浸入することを防止する。付勢部２５０は、例えば「ねじりコイルばね」などと呼
ばれるばねである。付勢部２５０は、ケーシング２００と回転体２４０とに係合されて栓
蓋３１０を上昇させる方向すなわち押しボタン１１０を上昇させる方向に付勢している。
【００３４】
　回転体２４０は、栓蓋３１０および押しボタン１１０の位置を制御するロック機構を有
する。つまり、本実施形態にかかる排水栓装置では、動作反転部とロック機構とは、１つ
のケーシング２００に収納され一体化されている。これによれば、部品点数の削減やコス
ト削減を図ることができる。また、回転体２４０は、外周に形成された第１の溝２４１お
よび第２の溝２４２を有する。ワイヤガイド２３０および回転体２４０については、後に
詳述する。
【００３５】
　パッキン２２０、ワイヤガイド２３０、回転体２４０、および付勢部２５０は、ケーシ
ング２００に取り付けられた蓋２７０により覆われている。ケーシング２００の内周面に
は、雌ねじ２０１が形成されている。一方、蓋２７０の外周面には、雄ねじ７１１が形成
されている。ケーシング２００と蓋２７０とは、互いに螺合することで、パッキン２２０
と、ワイヤガイド２３０と、回転体２４０と、付勢部２５０と、を隠蔽することができる
。
【００３６】
　なお、ケーシング２００と蓋２７０との接合方法は、螺合だけに限定されず、溶着や接
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着であってもよい。ケーシング２００と蓋２７０とが溶着あるいは接着された場合には、
パッキン２２０を設ける必要はない。また、図４に表したケーシング２００のようには、
ケーシング２００の外形に段差部を設ける必要はない。そのため、部品点数の削減や、構
造の簡略化などを図ることができる。また、コスト削減を図ることができる。
【００３７】
　図５および図６は、ワイヤの連結構造を説明するための断面模式図である。　
　また、図７は、図５に表した切断面Ａ－Ａにおける断面模式図である。　
　なお、図５は、押しボタン１１０が下降状態にある場合を表している。また、図６は、
押しボタン１１０が下降状態からさらに下方へ押された状態を表している。また、図５お
よび図６では、蓋２７０、パッキン２２０、およびワイヤガイド２３０を省略している。
【００３８】
　ワイヤ２１１は、第１のワイヤ２１１ａと、第２のワイヤ２１１ｂと、を有する。第１
のワイヤ２１１ａの一端は、一端が押しボタン１１０に接続された連結体１３０に固定さ
れている。第１のワイヤ２１１ａの他端は、第２のワイヤ２１１ｂの一端に固定されてい
る。第２のワイヤ２１１ｂの他端は、回転体２４０の第１の溝２４１（図４参照）に適宜
固定されている。図７に表したように、ケーシング２００の管２０３は、二重管の構造を
有する。ワイヤ２１１は、ケーシング２００の管２０３の内管２０３ｂの内部を移動する
ことができる。一方、連結体１３０は、ケーシング２００の管２０３の外管２０３ａと内
管２０３ｂとの間の空間を移動することができる。
【００３９】
　回転体２４０は、軸２４３（図１３参照）を有する。一方、ケーシング２００は、軸受
け部２０５を有する。回転体２４０の軸２４３がケーシング２００の軸受け部２０５と係
合することで、回転体２４０は、軸２４３を中心として回動することができる。
【００４０】
　押しボタン１１０が押されて図６に表した矢印Ａ１の方向へ移動すると、連結体１３０
を介して押しボタン１１０と連結されたワイヤ２１１は、下方すなわち回転体２４０の側
へ移動する。そして、押しボタン１１０を押す力は、連結体１３０およびワイヤ２１１を
介して回転体２４０へ伝達される。そうすると、回転体２４０は、軸２４３を中心として
図６に表した矢印Ａ２の方向へ回動する。このとき、図４に関して前述したように、付勢
部２５０は、栓蓋３１０を上昇させる方向すなわち押しボタン１１０を上昇させる方向に
付勢しているため、回転体２４０は、付勢部２５０の付勢力に対抗して回動する。
【００４１】
　一方、押しボタン１１０が図６に表した矢印Ａ１とは反対の方向へ移動すると、ワイヤ
２１１は、付勢部２５０の付勢力によって上方すなわち回転体２４０とは反対の側へ移動
する。そして、回転体２４０は、付勢部２５０の付勢力によって軸２４３を中心として図
６に表した矢印Ａ２とは反対の方向へ回動する。
【００４２】
　第１のワイヤ２１１ａの剛性は、第２のワイヤ２１１ｂの剛性よりも高い。また、第１
のワイヤ２１１ａの長さは、第２のワイヤ２１１ｂの長さよりも長い。これによれば、押
しボタン１１０と回転体２４０との間の距離が比較的長い場合でも、ワイヤ２１１は、押
しボタン１１０を押す力をより確実に回転体２４０へ伝達することができる。また、第２
のワイヤ２１１ｂは、回転体２４０の第１の溝２４１に嵌った状態で固定されている。そ
のため、第２のワイヤ２１１ｂが回転体２４０の第１の溝２４１から外れることを抑制す
ることができる。
【００４３】
　なお、図４に関して前述したように、例えば操作部１００の押しボタン１１０とケース
１２０との間の隙間から浸入した水は、ケーシング２００の管２０３の外管２０３ａと内
管２０３ｂとの間の空間を流れる。そして、ガイド筒５３０（図３参照）を流れて既存の
排水管へ導かれる。
【００４４】
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　図８は、レリースワイヤの連結構造を説明するための平面模式図である。　
　また、図９は、レリースワイヤの固定構造を表す斜視模式図である。　
　また、図１０は、本実施形態のワイヤガイドを表す斜視模式図である。　
　また、図１１は、図８に表した切断面Ｂ－Ｂにおける断面模式図である。　
　また、図１２は、インナーワイヤが回転体の第２の溝に嵌った状態を表す斜視模式図で
ある。　
　また、図１３は、本実施形態の回転体を表す斜視模式図である。　
　なお、図８では、蓋２７０およびパッキン２２０を省略している。
【００４５】
　本実施形態のワイヤガイド２３０は、ケーシング２００に固定されている。より具体的
には、図１０に表したように、ワイヤガイド２３０は、脚部２３３を有する。一方、図５
および図８に表したように、ケーシング２００は、脚受け部２０７を有する。ワイヤガイ
ド２３０の脚部２３３がケーシング２００の脚受け部２０７と係合することで、ワイヤガ
イド２３０は、ケーシング２００に固定される。すなわち、ワイヤガイド２３０は、回転
体２４０とは異なり、ケーシング２００に対して回転するわけではない。なお、脚部２３
３および脚受け部２０７の数は、特に限定されるわけではない。
【００４６】
　図９に表したように、レリースワイヤ２１２は、アウターチューブ２１２ａの一部に設
けられた突起部２１２ｃを有する。一方、図９および図１０に表したように、ワイヤガイ
ド２３０は、孔２３１を有する。図９に表した矢印Ａ３のように、レリースワイヤ２１２
の突起部２１２ｃをワイヤガイド２３０の孔２３１と嵌合させることで、レリースワイヤ
２１２をワイヤガイド２３０に固定することができる。前述したように、ワイヤガイド２
３０は、ケーシング２００に固定されている。そのため、アウターチューブ２１２ａは、
ワイヤガイド２３０を介してケーシング２００に固定される。
【００４７】
　インナーワイヤ２１２ｂの一端は、回転体２４０の第２の溝２４２（図４参照）に適宜
固定されている。このとき、図１１および図１２に表したように、インナーワイヤ２１２
ｂは、回転体２４０の第２の溝２４２に嵌った状態で固定されている。さらに、図８およ
び図１１に表したように、インナーワイヤ２１２ｂは、回転体２４０の第２の溝２４２の
外側においてワイヤガイド２３０に形成されたガイド壁２３５により覆われている。その
ため、インナーワイヤ２１２ｂが回転体２４０の第２の溝２４２から外れることをより確
実に抑制することができる。　
　図１および図２に関して前述したように、インナーワイヤ２１２ｂの他端は、排水栓部
３００のピン３２３に固定されている。
【００４８】
　図６に関して前述したように、押しボタン１１０が押されて図８に表した矢印Ａ１の方
向へ移動すると、回転体２４０は、軸２４３を中心として図８に表した矢印Ａ２の方向へ
回動する。そうすると、回転体２４０の第２の溝２４２に固定されたインナーワイヤ２１
２ｂは、図８に表した矢印Ａ３の方向へ移動する。そうすると、インナーワイヤ２１２ｂ
の他端に固定された排水栓部３００のピン３２３は、下降する。これによれば、ピン３２
３により支持されていた栓蓋３１０は、支持を失い自重により下降して排水口５２１を閉
栓状態とする。
【００４９】
　一方、押しボタン１１０が図８に表した矢印Ａ１とは反対の方向へ移動すると、回転体
２４０は、軸２４３を中心として図８に表した矢印Ａ２とは反対の方向へ回動する。そう
すると、回転体２４０の第２の溝２４２に固定されたインナーワイヤ２１２ｂは、図８に
表した矢印Ａ３とは反対の方向へ移動する。そうすると、インナーワイヤ２１２ｂの他端
に固定された排水栓部３００のピン３２３は、上昇する。これによれば、栓蓋３１０は、
ピン３２３により支持され上昇して排水口５２１を開栓状態とする。
【００５０】
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　このようにして、栓蓋３１０の昇降状態と、押しボタン１１０の昇降状態と、を同期さ
せることができる。言い換えれば、押しボタン１１０の昇降動作と、栓蓋３１０の昇降動
作と、を連動させることができる。つまり、回転体２４０は、押しボタン１１０の動作に
よる駆動力の方向を反転させて栓蓋３１０へ伝達する動作反転部としての機能を有する。
【００５１】
　これによれば、使用者は、浴槽５００の内部を覗き込まなくとも押しボタン１１０の昇
降状態から排水口の開閉状態を直感的に把握することができる。つまり、本実施形態にか
かる排水栓装置によれば、排水口の開閉状態を使用者に分かりやすく伝えることができる
。
【００５２】
　また、排水口５２１の開栓状態において、使用者が例えば足で栓蓋３１０を踏みつける
などして無理に栓蓋３１０を押し下げると、栓蓋３１０の動作による駆動力は、ピン３２
３を介してインナーワイヤ２１２ｂに伝達される。そうすると、インナーワイヤ２１２ｂ
は、図８に表した矢印Ａ３の方向へ移動する。そうすると、回転体２４０は、付勢部２５
０の付勢力に対抗しつつ図８に表した矢印Ａ２の方向へ回動する。そうすると、ワイヤ２
１１および押しボタン１１０は、下降する。
【００５３】
　つまり、排水口５２１の開栓状態においては、押しボタン１１０は、自由に下降可能で
ある。そのため、排水口５２１の開栓状態において、使用者が例えば足で栓蓋３１０を踏
みつけるなどして無理に栓蓋３１０を押し下げても、排水栓装置が破損することを抑制す
ることができる。
【００５４】
　図４および図１３に表したように、回転体２４０の第２の溝２４２は、回転体２４０の
軸２４３からみて第１の溝２４１とは反対の側に設けられている。そのため、図８に表し
たように、レリースワイヤ２１２のインナーワイヤ２１２ｂと、回転体２４０の第２の溝
２４２と、の接続部（第１の接続部）２１１ｄは、回転体２４０の軸２４３からみて、ワ
イヤ２１１と、回転体２４０の第１の溝２４１と、の接続部（第２の接続部）２１２ｄと
は反対の側に位置する。
【００５５】
　また、第１の接続部２１１ｄと、回転体２４０の軸２４３と、の間の距離Ｄ１は、第２
の接続部２１２ｄと、回転体２４０の軸２４３と、の間の距離Ｄ２よりも長い。そのため
、てこの原理あるいは力のモーメントにより、レリースワイヤ２１２のインナーワイヤ２
１２ｂが伝達する力は、ワイヤ２１１が伝達する力よりも大きい。言い換えれば、ワイヤ
２１１が伝達する力は、回転体２４０により増幅されてレリースワイヤ２１２のインナー
ワイヤ２１２ｂにより伝達される。つまり、回転体２４０は、押しボタン１１０を押す力
を増幅して栓蓋３１０へ伝達する増幅部としての機能を有する。
【００５６】
　ここで、排水口５２１の開栓状態すなわち栓蓋３１０の上昇状態は、付勢部２５０の付
勢力を１つの要素あるいは要因として維持される。つまり、付勢部２５０が回転体２４０
を図８に表した矢印Ａ２とは反対の方向へ付勢する力を１つの要素あるいは要因として、
排水口５２１の開栓状態すなわち栓蓋３１０の上昇状態が維持される。そのため、付勢部
２５０の付勢力が比較的小さい場合には、排水時の水圧による力や排水時の引き込み力に
より栓蓋３１０の上昇状態が維持できない場合がある。
【００５７】
　これに対して、本実施形態にかかる排水栓装置によれば、付勢部２５０の付勢力をより
大きくすることで、排水時において排水口５２１の開栓状態すなわち栓蓋３１０の上昇状
態を維持することができる。すなわち、回転体２４０が押しボタン１１０を押す力を増幅
して栓蓋３１０へ伝達する増幅部として機能するため、付勢部２５０の付勢力をより大き
くしても、押しボタン１１０を押すために必要な力を低減することができる。そのため、
押しボタン１１０の操作時における使用者への負担を低減することができる。これにより



(11) JP 5900724 B2 2016.4.6

10

20

30

40

50

、排水時における水流の勢いで排水口５２１が閉栓状態となることを抑制し、より確実に
排水を実行することができる。
【００５８】
　また、より簡単な構造を有する回転体２４０を利用することで、押しボタン１１０を押
す力が増幅され栓蓋３１０へ伝達される。そのため、部品点数およびコストの削減を図る
ことができる。
【００５９】
　さらに、第１の接続部２１１ｄと、回転体２４０の軸２４３と、の間の距離Ｄ１は、第
２の接続部２１２ｄと、回転体２４０の軸２４３と、の間の距離Ｄ２よりも長いため、押
しボタン１１０の昇降距離（ストローク）は、栓蓋３１０の昇降距離（ストローク）より
も長い。そのため、栓蓋３１０が上昇した場合における押しボタン１１０の上昇距離は、
比較的長い（図１および図８参照）。これにより、押しボタン１１０の上昇状態を使用者
が視認しやすくなり、排水口の開閉状態をより分かりやすく使用者に伝えることができる
。
【００６０】
　次に、本実施形態のロック機構について、図面を参照しつつ説明する。　
　図１４は、本実施形態のケーシングに形成されたガイド凹部を表す斜視模式図である。
　ケーシング２００の底部２０８には、ガイド凹部２０９が設けられている（図４および
図７参照）。ガイド凹部２０９は、径方向に延在している（図１５参照）。また、ガイド
凹部２０９の内部には、ロックピン２６０が設けられている。ロックピン２６０は、基台
２６１と、基台２６１から突出した凸部２６３と、を有し、図１４に表した矢印Ａ４およ
び矢印Ａ５の方向に移動することができる。つまり、ロックピン２６０は、回転体２４０
の軸２４３（図１３参照）あるいはケーシング２００の軸受け部２０５（図５参照）に対
して相対的に移動することができる。
【００６１】
　図１３に表したように、回転体２４０は、ロックピン２６０の凸部２６３が内部を移動
可能なカム溝２４５を有する。回転体２４０の軸２４３がケーシング２００の軸受け部２
０５と係合したときには、カム溝２４５の底面２４５ｅは、ロックピン２６０の凸部２６
３の上面２６３ａと対向する。　
　このように、本実施形態のロック機構は、ガイド凹部２０９と、ロックピン２６０と、
カム溝２４５と、を有する。
【００６２】
　カム溝２４５は、第１のコーナー部２４５ａと、第２のコーナー部２４５ｂと、第３の
コーナー部２４５ｃと、第４のコーナー部２４５ｄと、を有する。第１～第４のコーナー
部２４５ａ、２４５ｂ、２４５ｃ、２４５ｄの径は、ロックピン２６０の凸部２６３の径
と略同じあるいはそれよりも大きい。そして、カム溝２４５は、第１～第４のコーナー部
２４５ａ、２４５ｂ、２４５ｃ、２４５ｄのそれぞれにおいて、ロックピン２６０を保持
可能である。図１３に表したように、カム溝２４５の底面２４５ｅに対して垂直にみたと
きに、カム溝２４５の形状は、略ハート状である。
【００６３】
　図１５～図１８は、本実施形態のロック機構の動作を説明するための模式図である。　
　また、図１９は、カム溝に対するロックピンの相対的な移動を説明するための平面模式
図である。　
　なお、図１５（ａ）、図１６（ａ）、図１７（ａ）、および図１８（ａ）は、押しボタ
ンの昇降状態を表す断面模式図である。　
　また、図１５（ｂ）、図１６（ｂ）、図１７（ｂ）、および図１８（ｂ）は、回転体お
よびロックピンの位置を表す平面模式図である。　
　また、図１５（ｃ）、図１６（ｃ）、図１７（ｃ）、および図１８（ｃ）は、栓蓋の昇
降状態を表す断面模式図である。　
　また、図１５（ｂ）、図１６（ｂ）、図１７（ｂ）、および図１８（ｂ）では、蓋２７
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０、パッキン２２０、およびワイヤガイド２３０を省略している。　
　また、図１９は、ロックピン２６０の側からカム溝２４５を眺めたときの平面模式図で
ある。
【００６４】
　図１５（ａ）および図１５（ｃ）に表したように、押しボタン１１０が上昇状態にある
とき、栓蓋３１０は、排水栓部３００のピン３２３により支持され上昇状態にある（排水
口５２１の開栓状態）。このとき、図１５（ｂ）および図１９に表したように、ロックピ
ン２６０は、カム溝２４５の第１のコーナー部２４５ａに位置する。すなわち、ロックピ
ン２６０がカム溝２４５の第１のコーナー部２４５ａに位置（到達）することにより、押
しボタン１１０の上昇状態および栓蓋３１０の上昇状態（排水口５２１の開栓状態）が保
持される（第１のロック状態）。
【００６５】
　なお、この状態において、使用者が例えば足で栓蓋３１０を踏みつけるなどして無理に
栓蓋３１０を押し下げた場合、栓蓋３１０の動作による駆動力は、ピン３２３を介してイ
ンナーワイヤ２１２ｂに伝達される。そうすると、インナーワイヤ２１２ｂは、ロック機
構の第１のロック状態を解除して、回転体２４０を、付勢部２５０の付勢力に対抗しつつ
図１５（ｂ）に表した矢印Ａ１２の方向へ回動する。そうすると、ワイヤ２１１および押
しボタン１１０は、下降する。これにより、栓蓋３１０を踏みつけるなどして無理な力を
加えても排水栓装置が破損することを抑制することができる。
【００６６】
　続いて、使用者が押しボタン１１０を図１５（ａ）に表した矢印Ａ１１の方向に押すと
、押しボタン１１０の下降動作による駆動力がワイヤ２１１により回転体２４０へ伝達さ
れる。そのため、回転体２４０は、付勢部２５０の付勢力に対抗しつつ図１５（ｂ）に表
した矢印Ａ１２の方向へ回動する。そうすると、ロックピン２６０は、ガイド凹部２０９
の内部を移動しつつ、図１９に表した矢印Ａ２１のようにカム溝２４５の内部を移動する
。つまり、第１のロック状態が解除される。また、排水栓部３００のピン３２３は、下降
する。
【００６７】
　そして、図１６（ｂ）および図１９に表したように、ロックピン２６０がカム溝２４５
の第２のコーナー部２４５ｂに到達すると、押しボタン１１０および排水栓部３００のピ
ン３２３の下降動作が停止する。つまり、ロックピン２６０がカム溝２４５の第２のコー
ナー部２４５ｂに到達したときに、押しボタン１１０および排水栓部３００のピン３２３
は、最下端の位置に到達する。
【００６８】
　このとき、図１６（ｃ）に表したように、排水栓部３００のピン３２３は、栓蓋３１０
から離れ、栓蓋３１０を支持していない。そのため、栓蓋３１０は、排水栓部３００のピ
ン３２３による支持を失い下降する。これにより、排水口５２１は、閉栓状態となる。
【００６９】
　続いて、使用者が押しボタン１１０から手を離すと、回転体２４０は、付勢部２５０の
付勢力により図１６（ｂ）に表した矢印Ａ１３の方向へ回動する。そうすると、回転体２
４０の回動による駆動力が、ワイヤ２１１およびレリースワイヤ２１２により押しボタン
１１０および排水栓部３００のピン３２３へそれぞれ伝達される。そのため、押しボタン
１１０および排水栓部３００のピン３２３は、最下端の位置から上昇する。
【００７０】
　またこのとき、ロックピン２６０は、ガイド凹部２０９の内部を移動しつつ、図１９に
表した矢印Ａ２２のようにカム溝２４５の内部を移動する。そして、図１７（ｂ）および
図１９に表したように、ロックピン２６０がカム溝２４５の第３のコーナー部２４５ｃに
到達し保持されると、押しボタン１１０および排水栓部３００のピン３２３の上昇動作が
停止する。
【００７１】
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　このとき、図１７（ｃ）に表したように、排水栓部３００のピン３２３は、最下端の位
置から僅かに上昇するが、栓蓋３１０から離れ、栓蓋３１０を支持していない。そのため
、排水口５２１は、閉栓状態のままで保持される。つまり、図１７（ａ）～図１７（ｃ）
に表したように、ロックピン２６０がカム溝２４５の第３のコーナー部２４５ｃに到達し
保持されることにより、押しボタン１１０の下降状態および栓蓋３１０の下降状態（排水
口５２１の閉栓状態）が保持される（第２のロック状態）。
【００７２】
　続いて、使用者が押しボタン１１０を図１７（ａ）に表した矢印Ａ１４の方向に押すと
、押しボタン１１０の下降動作による駆動力がワイヤ２１１により回転体２４０へ伝達さ
れる。そのため、回転体２４０は、付勢部２５０の付勢力に対抗しつつ図１７（ｂ）に表
した矢印Ａ１５の方向へ回動する。そうすると、ロックピン２６０は、ガイド凹部２０９
の内部を移動しつつ、図１９に表した矢印Ａ２３のようにカム溝２４５の内部を移動する
。つまり、第２のロック状態が解除される。また、排水栓部３００のピン３２３は、下降
する。
【００７３】
　そして、図１８（ｂ）および図１９に表したように、ロックピン２６０がカム溝２４５
の第４のコーナー部２４５ｄに到達すると、押しボタン１１０および排水栓部３００のピ
ン３２３の下降動作が停止する。つまり、ロックピン２６０がカム溝２４５の第４のコー
ナー部２４５ｄに到達したときに、押しボタン１１０および排水栓部３００のピン３２３
は、最下端の位置に到達する。
【００７４】
　このとき、図１８（ｃ）に表したように、排水栓部３００のピン３２３は、栓蓋３１０
から離れ、栓蓋３１０を支持していない。そのため、栓蓋３１０は、そのため、排水口５
２１は、閉栓状態のままである。
【００７５】
　続いて、使用者が押しボタン１１０から手を離すと、回転体２４０は、付勢部２５０の
付勢力により図１８（ｂ）に表した矢印Ａ１６の方向へ回動する。そうすると、回転体２
４０の回動による駆動力が、ワイヤ２１１およびレリースワイヤ２１２により押しボタン
１１０および排水栓部３００のピン３２３へそれぞれ伝達される。そのため、押しボタン
１１０および排水栓部３００のピン３２３は、最下端の位置から上昇する。
【００７６】
　またこのとき、ロックピン２６０は、ガイド凹部２０９の内部を移動しつつ、図１９に
表した矢印Ａ２４のようにカム溝２４５の内部を移動する。そして、図１５（ｂ）および
図１９に表したように、ロックピン２６０がカム溝２４５の第１のコーナー部２４５ｃに
到達し保持されると、押しボタン１１０および排水栓部３００のピン３２３の上昇動作が
停止する。つまり、図１５（ａ）～図１５（ｃ）に表したように、ロックピン２６０がカ
ム溝２４５の第１のコーナー部２４５ａに到達し保持されることにより、押しボタン１１
０の下降状態および栓蓋３１０の下降状態（排水口５２１の閉栓状態）が保持される（第
１のロック状態）。
【００７７】
　次に、本発明の他の実施の形態について、図面を参照しつつ説明する。　
　図２０は、本発明の他の実施の形態にかかる排水栓装置を表す概略模式図である。　
　本実施形態にかかる排水栓装置は、操作部１００と、変速機構（伝達部）４００と、排
水栓部３００と、を備える。操作部１００および排水栓部３００は、図１～図１９に関し
て前述した操作部１００および排水栓部３００と同様である。
【００７８】
　変速機構４００は、第１のケーブルラック（第１の伝達部材）４１０と、第１の歯車（
増幅部、動作反転部）４２０と、第２の歯車（増幅部、動作反転部）４３０と、第２のケ
ーブルラック（第２の伝達部材）４４０と、を有する。第１の歯車４２０のピッチ円の径
は、第２の歯車４３０のピッチ円の径よりも小さい。言い換えれば、第２の歯車４３０の
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ピッチ円の径は、第１の歯車４２０のピッチ円の径よりも大きい。すなわち、相対的にみ
て、第１の歯車４２０は小歯車であり、第２の歯車４３０は大歯車である。
【００７９】
　第１のケーブルラック４１０および第２のケーブルラック４４０は、例えば柔軟性を有
する樹脂などの材料により形成されている。第１のケーブルラック４１０の少なくとも一
側面には、第１の歯車４２０と係合する凹凸が設けられている。第２のケーブルラック４
４０の少なくとも一側面には、第２の歯車４３０と係合する凹凸が設けられている。
【００８０】
　第１の歯車４２０は、第１のケーブルラック４１０および第２の歯車４３０とかみあっ
ている。すなわち、第１のケーブルラック４１０と第１の歯車４２０との関係は、いわゆ
る「ラックアンドピニオン」の関係である。第１のケーブルラック４１０の一端には、操
作部１００の連結体１３０（図５参照）が固定されている。
【００８１】
　第２の歯車４３０は、第１の歯車４２０および第２のケーブルラック４４０とかみあっ
ている。すなわち、第２のケーブルラック４４０と第２の歯車４３０との関係は、いわゆ
る「ラックアンドピニオン」の関係である。第２のケーブルラック４４０の一端には、排
水栓部３００のピン３２３が固定されている。
【００８２】
　なお、図２０に表した変速機構４００は、２つの歯車を有しているが、歯車の設置数は
、これだけに限定されるわけではない。変速比に応じて、歯車の設置数などを適宜変更す
ることができる。
【００８３】
　押しボタン１１０が図２０に表した矢印Ａ３１の方向へ移動すると、連結体１３０を介
して押しボタン１１０と連結された第１のケーブルラック４１０は、図２０に表した矢印
Ａ３２の方向へ移動する。そうすると、第１のケーブルラック４１０とかみあう第１の歯
車４２０は、図２０に表した矢印Ａ３３の方向へ回動する。そうすると、第１の歯車４２
０とかみあう第２の歯車４３０は、図２０に表した矢印Ａ３４の方向へ回動する。そうす
ると、第２の歯車４３０とかみあう第２のケーブルラック４４０は、図２０に表した矢印
Ａ３５の方向へ移動する。
【００８４】
　そうすると、第２のケーブルラック４４０の一端に固定されている排水栓部３００のピ
ン３２３は、下降する。これによれば、ピン３２３により支持されていた栓蓋３１０は、
支持を失い自重により下降して排水口５２１を閉栓状態とする。
【００８５】
　一方、押しボタン１１０が図２０に表した矢印Ａ３１とは反対の方向へ移動すると、第
１のケーブルラック４１０は、図２０に表した矢印Ａ３２とは反対の方向へ移動する。そ
うすると、第１の歯車４２０は、図２０に表した矢印Ａ３３とは反対の方向へ回動する。
そうすると、第２の歯車４３０は、図２０に表した矢印Ａ３４とは反対の方向へ回動する
。そうすると、第２のケーブルラック４４０は、図２０に表した矢印Ａ３５とは反対の方
向へ移動する。これによれば、栓蓋３１０は、ピン３２３により支持され上昇して排水口
５２１を開栓状態とする。
【００８６】
　これによれば、栓蓋３１０の昇降状態と、押しボタン１１０の昇降状態と、を同期させ
ることができる。言い換えれば、押しボタン１１０の昇降動作と、栓蓋３１０の昇降動作
と、を連動させることができる。つまり、第１の歯車４２０および第２の歯車４３０は、
押しボタン１１０の動作による駆動力の方向を反転させて栓蓋３１０へ伝達する動作反転
部としての機能を有する。
【００８７】
　これにより、使用者は、浴槽５００の内部を覗き込まなくとも押しボタン１１０の昇降
状態から排水口の開閉状態を直感的に把握することができる。つまり、本実施形態にかか
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る排水栓装置によれば、排水口の開閉状態を使用者に分かりやすく伝えることができる。
【００８８】
　また、押しボタン１１０の動作による駆動力が、第１の歯車（小歯車）４２０により伝
達された後、第２の歯車（大歯車）４３０により伝達されるため、第２のケーブルラック
４４０が伝達する力は、第１のケーブルラック４１０が伝達する力よりも大きい。言い換
えれば、第１のケーブルラック４４０が伝達する力は、第１の歯車４２０および第２の歯
車４３０により増幅されて第２のケーブルラック４１０により伝達される。つまり、第１
の歯車４２０および第２の歯車４３０は、押しボタン１１０の動作による駆動力を増幅し
て栓蓋３１０へ伝達する増幅部としての機能を有する。
【００８９】
　ここで、変速機構４００には、図示しないばねなどの付勢部と、栓蓋３１０および押し
ボタン１１０の位置を制御するロック機構と、が設けられている。図示しない付勢部は、
栓蓋３１０を上昇させる方向すなわち押しボタン１１０を上昇させる方向に付勢している
。そのため、排水口５２１の開栓状態すなわち栓蓋３１０の上昇状態は、図示しない付勢
部の付勢力を１つの要素あるいは要因として維持される。そのため、図示しない付勢部の
付勢力が比較的小さい場合には、排水時の水圧による力や排水時の引き込み力により栓蓋
３１０の上昇状態が維持できない場合がある。
【００９０】
　これに対して、本実施形態にかかる排水栓装置によれば、図示しない付勢部の付勢力を
より大きくすることで、排水時において排水口５２１の開栓状態すなわち栓蓋３１０の上
昇状態を維持することができる。すなわち、第１の歯車４２０および第２の歯車４３０が
押しボタン１１０の動作による駆動力を増幅して栓蓋３１０へ伝達する増幅部として機能
するため、図示しない付勢部の付勢力をより大きくしても、押しボタン１１０の操作に必
要な力を低減することができる。そのため、押しボタン１１０の操作時における使用者へ
の負担を低減することができる。これにより、排水時における水流の勢いで排水口５２１
が閉栓状態となることを抑制し、より確実に排水を実行することができる。
【００９１】
　また、ピッチ円の径が異なる複数の歯車を利用したより簡単な構造で、押しボタン１１
０の動作による駆動力が増幅され栓蓋３１０へ伝達される。そのため、部品点数およびコ
ストの削減を図ることができる。
【００９２】
　さらに、相対的にみて、第１の歯車４２０は小歯車であり、第２の歯車４３０は大歯車
であるため、押しボタン１１０の昇降距離（ストローク）は、栓蓋３１０の昇降距離（ス
トローク）よりも長い。そのため、栓蓋３１０が上昇した場合における押しボタン１１０
の上昇距離は、比較的長い。これにより、押しボタン１１０の上昇状態を使用者が視認し
やすくなり、排水口の開閉状態をより分かりやすく使用者に伝えることができる。
【００９３】
　次に、本発明のさらに他の実施の形態について、図面を参照しつつ説明する。　
　図２１は、本発明のさらに他の実施の形態にかかる排水栓装置の要部構成を表すブロッ
ク図である。　
　また、図２２は、本実施形態にかかる排水栓装置を表す概略模式図である。
【００９４】
　本実施形態にかかる排水栓装置は、操作部１００と、補助機構（伝達部）６００と、排
水栓部３００と、を備える。排水栓部３００は、図１～図１９に関して前述した排水栓部
３００と同様である。本実施形態の操作部１００には、例えばプッシュ式ボールペンなど
に用いられている既知のスラストロック機構１４０が設けられている。スラストロック機
構１４０には、ばねなどの付勢部１４１と、支持軸１４３と、が設けられている。付勢部
１４１は、栓蓋３１０を上昇させる方向すなわち押しボタン１１０を上昇させる方向に付
勢している。
【００９５】
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　補助機構６００は、開閉操作センサ（第１のセンサ）６１０と、制御部６２０と、排水
栓開閉センサ（第２のセンサ）６３０と、補助力供給部（増幅部、動作反転部）６４０と
、を有する。開閉操作センサ６１０は、押しボタン１１０が押し込まれる前の状態（上昇
状態）あるいは押し込まれる動作（下降動作）を検知することができる。排水栓開閉セン
サ６３０は、栓蓋３１０の上昇状態（排水口５２１の開栓状態）を検知することができる
。
【００９６】
　図２２に表したように、押しボタン１１０と補助力供給部６４０との間には、第１のレ
リースワイヤ２１３が配置されている。第１のレリースワイヤ（第１の伝達部材）２１３
は、アウターチューブ２１３ａと、インナーワイヤ２１３ｂと、を有する。また、補助力
供給部６４０と栓蓋３１０との間には、第２のレリースワイヤ（第２の伝達部材）２１４
が配置されている。第２のレリースワイヤ２１４は、アウターチューブ２１４ａと、イン
ナーワイヤ２１４ｂと、を有する。
【００９７】
　補助力供給部６４０は、栓蓋３１０を下降させる補助力を、第１のレリースワイヤ２１
３および第２のレリースワイヤ２１４に供給することができる。すなわち、排水栓開閉セ
ンサ６３０が排水口５２１の開栓状態を検知しているときに、開閉操作センサ６１０が押
しボタン１１０の下降動作を検知すると、制御部６２０は、補助力供給部６４０を動作さ
せる制御を実行する。これにより、補助力供給部６４０は、押しボタン１１０の押し込み
力に補助力を付与する。つまり、押しボタン１１０の押し込み力は、補助力供給部６４０
により増幅される。
【００９８】
　これによれば、図８～図１３に関して前述したように、付勢部１４１の付勢力をより大
きくすることで、排水時において排水口５２１の開栓状態すなわち栓蓋３１０の上昇状態
を維持することができる。すなわち、補助力供給部６４０が押しボタン１１０の動作によ
る駆動力を増幅して栓蓋３１０へ伝達する増幅部として機能するため、スラストロック機
構１４０の付勢部１４１の付勢力をより大きくしても、押しボタン１１０の操作に必要な
力を低減することができる。そのため、押しボタン１１０の操作時における使用者への負
担を低減することができる。これにより、排水時における水流の勢いで排水口５２１が閉
栓状態となることを抑制し、より確実に排水を実行することができる。また、本実施形態
にかかる排水栓装置は、力が比較的弱い使用者にとっても扱いやすい。
【００９９】
　図２３および図２４は、本実施形態の補助力供給部を例示する模式図である。　
　なお、図２３（ｃ）は、図２３（ａ）に表したＣ－Ｃ切断面における断面模式図である
。また、図２４（ｂ）は、図２４（ａ）に表した矢印Ａ４１の方向にみたときの斜視模式
図である。図２４（ｃ）は、図２４（ａ）に表した矢印Ａ４２の方向にみたときの斜視模
式図である。図２４（ｂ）および図２４（ｃ）では、説明の便宜上、補助力供給部のケー
スを省略している。
【０１００】
　補助力供給部６４０は、ケース６４１と、モータ６４２と、回転軸６４３と、回転体６
４４と、を有する。モータ６４２と、回転軸６４３と、回転体６４４と、は、ケース６４
１に収納されている。回転軸６４３は、モータ６４２と回転体６４４とに連結されている
。モータ６４２の駆動力は、回転軸６４３により回転体６４４へ伝達される。なお、モー
タ６４２には、必要に応じて減速ギヤやトルクリミッタなどが設けられていてもよい。
【０１０１】
　図２４（ｂ）および図２４（ｃ）に表したように、回転体６４４の外周面には、溝６４
４ａが形成されている。第１のレリースワイヤ２１３のインナーワイヤ２１３ｂの一端は
、スラストロック機構１４０の支持軸１４３に固定されている。第１のレリースワイヤ２
１３のインナーワイヤ２１３ｂの他端は、回転体６４４の溝６４４ａに固定されている。
また、第２のレリースワイヤ２１４のインナーワイヤ２１４ｂの一端は、回転体６４４の
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溝６４４ａに固定されている。図１に関して前述したレリースワイヤ２１２と同様に、第
２のレリースワイヤ２１４のインナーワイヤ２１４ｂの他端は、排水栓部３００のピン３
２３の下部に固定されている。
【０１０２】
　押しボタン１１０が図２２に表した矢印Ａ４３の方向へ移動すると、支持軸１４３を介
して押しボタン１１０と連結されたインナーワイヤ２１３ｂは、図２４（ｂ）に表した矢
印Ａ４４の方向へ移動する。そして、押しボタン１１０の動作による駆動力は、支持軸１
４３およびインナーワイヤ２１３ｂを介して回転体６４４へ伝達される。そうすると、回
転体６４４は、回転軸６４３を中心として図２４（ｂ）に表した矢印Ａ４５の方向へ回動
する。このとき、図２２に関して前述したように、付勢部１４１は、栓蓋３１０を上昇さ
せる方向すなわち押しボタン１１０を上昇させる方向に付勢しているため、回転体６４４
は、付勢部１４１の付勢力に対抗して回動する。
【０１０３】
　そして、回転体６４４の溝６４４ａに固定されたインナーワイヤ２１４ｂは、図２４（
ｂ）に表した矢印Ａ４６の方向へ移動する。そうすると、インナーワイヤ２１４ｂの他端
に固定された排水栓部３００のピン３２３は、下降する。これによれば、ピン３２３によ
り支持されていた栓蓋３１０は、支持を失い自重により下降して排水口５２１を閉栓状態
とする。
【０１０４】
　一方、押しボタン１１０が図２２に表した矢印Ａ４３とは反対の方向へ移動すると、イ
ンナーワイヤ２１３ｂは、図２４（ｂ）に表した矢印Ａ４４とは反対の方向へ移動する。
そして、押しボタン１１０の動作による駆動力は、支持軸１４３およびインナーワイヤ２
１３ｂを介して回転体６４４へ伝達される。そうすると、回転体６４４は、回転軸６４３
を中心として図２４（ｂ）に表した矢印Ａ４５とは反対の方向へ回動する。
【０１０５】
　そうすると、回転体６４４の溝６４４ａに固定されたインナーワイヤ２１４ｂは、図２
４（ｂ）に表した矢印Ａ４６とは反対の方向へ移動する。そうすると、インナーワイヤ２
１４ｂの他端に固定された排水栓部３００のピン３２３は、上昇する。これによれば、栓
蓋３１０は、ピン３２３により支持され上昇して排水口５２１を開栓状態とする。
【０１０６】
　このようにして、栓蓋３１０の昇降状態と、押しボタン１１０の昇降状態と、を同期さ
せることができる。言い換えれば、押しボタン１１０の昇降動作と、栓蓋３１０の昇降動
作と、を連動させることができる。つまり、補助力供給部６４０は、押しボタン１１０の
動作による駆動力の方向を反転させて栓蓋３１０へ伝達する動作反転部としての機能を有
する。
【０１０７】
　これによれば、使用者は、浴槽５００の内部を覗き込まなくとも押しボタン１１０の昇
降状態から排水口の開閉状態を直感的に把握することができる。つまり、本実施形態にか
かる排水栓装置によれば、排水口の開閉状態を使用者に分かりやすく伝えることができる
。
【０１０８】
　以上、本発明の実施の形態について説明した。しかし、本発明はこれらの記述に限定さ
れるものではない。前述の実施の形態に関して、当業者が適宜設計変更を加えたものも、
本発明の特徴を備えている限り、本発明の範囲に包含される。例えば、ケーシング２００
などが備える各要素の形状、寸法、材質、配置などや操作部１００や排水栓部３００の設
置形態などは、例示したものに限定されるわけではなく適宜変更することができる。また
例えば、ケーシング２００は、排水栓部１００と離れて設置されていてもよく、レリース
ワイヤの中間位置に設置されていてもよい。　
　また、前述した各実施の形態が備える各要素は、技術的に可能な限りにおいて組み合わ
せることができ、これらを組み合わせたものも本発明の特徴を含む限り本発明の範囲に包
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含される。
【符号の説明】
【０１０９】
　１００ 操作部、　１１０ 押しボタン、　１２０ ケース、　１３０ 連結体、　１４０
 スラストロック機構、　１４１ 付勢部、　１４３ 支持軸、　２００ ケーシング、　２
０１ 雌ねじ、　２０３ 管、　２０３ａ 外管、　２０３ｂ 内管、　２０５ 軸受け部、
　２０７ 脚受け部、　２０８ 底部、　２０９ ガイド凹部、　２１１ ワイヤ、　２１１
ａ 第１のワイヤ、　２１１ｂ 第２のワイヤ、　２１１ｄ 第１の接続部、　２１２ レリ
ースワイヤ、　２１２ａ アウターチューブ、　２１２ｂ インナーワイヤ、　２１２ｃ 
突起部、　２１２ｄ 第２の接続部、　２１３ 第１のレリースワイヤ、　２１３ａ アウ
ターチューブ、　２１３ｂ インナーワイヤ、　２１４ 第２のレリースワイヤ、　２１４
ａ アウターチューブ、　２１４ｂ インナーワイヤ、　２２０ パッキン、　２３０ ワイ
ヤガイド、　２３１ 孔、　２３３ 脚部、　２３５ ガイド壁、　２４０ 回転体、　２４
１ 第１の溝、　２４２ 第２の溝、　２４３ 軸、　２４５ カム溝、　２４５ａ 第１の
コーナー部、　２４５ｂ 第２のコーナー部、　２４５ｃ 第３のコーナー部、　２４５ｄ
 第４のコーナー部、　２４５ｅ 底面、　２５０ 付勢部、　２６０ ロックピン、　２６
１ 基台、　２６３ 凸部、　２６３ａ 上面、　２７０ 蓋、　２７１ 雄ねじ、　３００ 
排水栓部、　３１０ 栓蓋、　３２０ ケース、　３２１ 外ケース、　３２２ 内ケース、
　３２３ ピン、　４００ 変速機構、　４１０ 第１のケーブルラック、　４２０ 第１の
歯車、　４３０ 第２の歯車、　４４０ 第２のケーブルラック、　５００ 浴槽、　５１
０ フランジ、　５２０ 底部、　５２１ 排水口、　５３０ ガイド筒、　６００ 補助機
構、　６１０ 開閉操作センサ、　６２０ 制御部、　６３０ 排水栓開閉センサ、　６４
０ 補助力供給部、　６４１ ケース、　６４２ モータ、　６４３ 回転軸、　６４４ 回
転体、　６４４ａ 溝
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